
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】基本的な数列である 等比数列 の数列の和を求めることができる。

□等比数列の和

　初項，公比，項数の等比数列の和 を求めてみよう。

　　　　         　　　　　……①

この両辺に公比を掛けると

         

　　　           

  

 



　　　　　             　　……②

①－②から　　　　　　　     

よって　　　　　　　　　   

 


　一般に，初項，公比の等比数列の初項から第項までの和を  とするとき，



　　　　　　　　        　　　　……①

　のとき　①より　　   

　のとき　　①の両辺に公比をかけると

　　　　　          　……②

和を公比倍して，

項をつずつ

ずらして引く。


          

         

      

この処理の仕方は

あとでも出てくるので

要注意

　① をすると

　　すなわち　　　　　　　     

　　よりであるから　　　　　  
  

 

　　分母分子にをかけると　　　　　  
  

 






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

 


　したがって，次の公式が成り立つ。
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     

   
  

 


  

 

    

初項から□項

までの和を表す

□ 
（公比がより小さいとき） （公比がより大きいとき） 

※分母分子の引く順番は同じ（そろえる）。分子の公比は（項数）乗

　          を用いれば

　　　　のとき　      
 

 


　　　　となるから，  は次のようにも求められる

　　　　 
      

  

 


  
 

  

 

例６）　　初項，公比，項数の等比数列の和  は

　　　　　　　　　　  
   

 
  

　　　　初項，公比の等比数列の初項から第項までの和  

  
 

  

 

　　　　は　　　　　  
  

 

  



   
  　　　　　

応用例題２）

　　　第項が，初項から第項までの和がである等比数列の，初項と公比を求めよ。

「初項から…」なので和の公式を用いると

のとき

  

 


      

 

　　　　　　　   

とすると　より





を得るが　を満たさない

「初項から 」や場合分けなど注意が必要

であることがわかる　　与えられた条件から

　　　　　　　　　　　　　　　　……①

　　　　　　　　　　  　……②

　　　②から　　　   

　　　この式の両辺にを掛けると　　   

　　　①を代入して整理すると　　　  

　　　これを解いて　　　　　　　　　 



　　　①から　　 

のとき，　のとき

　　　よって　　，



　または　，
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 





    



       

   
   

    
   

       
   

     

 
      

      
      

   

      
    

        
  

      
       

  

         
  

    

    





   
    

     
  

   


       

   


       



   

  


     


  

 


  





  
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